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 ～在ハンガリー日本大使館～           2010 年 4 月 

 －Monthly Review－            全 24 頁 

    政治政治政治政治・・・・経済月報経済月報経済月報経済月報（（（（3333 月月月月号号号号）））） 

  

• フィデス他、選挙プログラムを発表。 
• 各政党の小選挙区候補、地域・全国比例代表候補の顔ぶれが明らかに。  
• Ｖ４等の近隣諸国を始めとして首脳・外相会談が活発に行われた。 
• イスラエル空軍機の飛行の真相をめぐり、野党フィデスが所轄大臣の辞任を求める事態に発展した。 
 

• ２月の新車乗用車登録台数は、前年同月比５６％減の３,０４３台。 
• 最大野党フィデスのオルバーン党首は、４～６年で税金を周辺国の水準まで引下げることを公約。 
• ２００９年技術革新ランキングにおいてハンガリーはＥＵ２７カ国中２２位。 
• 政府はエネルギー効率の高い家電製品の購入を支援する補助金プログラムを発表。 
• ２００９年１２月～２０１０年２月の平均失業率が、１６年ぶりの記録となる１１．４％に。 
• ＭＯＬは天然ガスの国内での増産を発表。               

（2010年２月） 5.7%  (食品：2.1% エネルギー：3.2%) ○インフレ率 (y/y) （2009年平均） 4.2%  (食品：4.4% エネルギー：8.2%) （2010年１月） 6.5%  (民間：5.2% 公的：8.9%) ○賃金上昇率 (y/y) （2009年平均） 0.5%  (民間：4.3% 公的：－7.9%) （2010年 1月） ＋3.4% ○鉱工業生産 (y/y) （2009年平均） －17.7% ○失業率(15-74歳) （2009年 12月～ 
2010年２月平均） 11.4% ○政策金利 （2010年３月末） 5.50%（3月 30日に 0.25%の利下げ） ○10年国債利回り 7.16% ・1ユーロ    = 265.50フォリント ・1ドル      = 195.67フォリント ○為替相場 （月中平均） ・1フォリント = 0.46円 
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《今月のトピックス》  ■ Ⅰ．内 政  １．ブダペスト交通会社（ＢＫＶ）汚職スキャンダル ２．総選挙：各政党の動き ３．ＮＡＴＯレーダー基地建設問題：最高裁判所で判決 ４. ツシュラグ元社会党代議士に懲役８年６ヶ月 ５．「ゼロ乗車券」の導入：ハンガリー国鉄とヴォラーン・グループ  ■ Ⅱ．外 交  １．ＥＵ東方パートナーシップに関するＶ４拡大外相会合 ２．バイナイ首相のポーランド訪問 ３．バローゾ欧州委員会委員長のハンガリー訪問 ４．バラージュ外相の南米訪問 ５．ショーヨム大統領のセルビア訪問 ６．パパンドレウ・ギリシャ首相のハンガリー訪問 ７．イスラエル空軍機の飛行をめぐる動き ８．ギリシャ・セルビア・クロアチアとの外相会談  ■ Ⅲ．経 済  １．ＧＫＩ社、景気後退は第１四半期で終焉 ２．Kopint-Tarki 社、２０１０年のＧＤＰ成長は０.５～１％ ３．２月の新車乗用車登録台数は５６％減 ４．個人向け融資条件の厳格化スタート ５．マレブ航空、再国有化の内容が明らかに ６．２００９年の貿易黒字は３９.８億ユーロに下方修正 ７．オルバーン党首、近隣諸国並みの税金に引下げを公約 ８．元財務相、ユーロ導入は２０１５年か２０１６年 ９．財務省、今年のＧＤＰ成長率をマイナス０.２％に引上げ １０．２月のＣＰＩは市場予想を下回り、５.７％に １１．ジェール県の観光開発に１６億フォリント １２．ＥＵの技術革新ランキングでハンガリーは２２位 １３．１月の建設業生産は前年同月比１３.５％減 １４．ハンガリーに割当てられたＥＵ補助金の５０％以上を確保 
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１５．政府は外国人農地購入禁止期間の延長をＥＵに申請 １６．１月のグロス賃金は前年同月比６.５％増 １７．ハンガリー政府からの使用済み温暖化ガス排出権売却先は香港企業 １８．ＧＫＩ社、３月の消費者・企業信頼感指数は改善 １９．エネルギー効率の高い家電製品の購入支援のための政府補助金 ２０．ＧＫＩ社、２０１０年のＧＤＰ成長は停滞 ２１．ＩＭＦ、経済は安定しているが更なる努力が必要 ２２．２００９年の農業生産、１０％下落 ２３．ハンガリーのユーロ導入、近隣国に先んじる ２４．１月の鉱工業生産及び輸出は上昇 ２５．ハンガリーのネットワーク化対応指数は世界４６位 ２６．エネルギー庁、ガス料金値上げ ２７．アース・アワー：国内１１３市町村で ２８．基準金利、２５ベーシス･ポイント引下げて５.５％に ２９．失業率、１６年ぶりの高水準 ３０．ＭＯＬ、国内での天然ガスを増産 ３１．Ｍ６延長部分の開通 
 ■ Ⅳ．その他   ・月の選挙・支持政党に関する世論調査  ・月の為替・金利動向  ・主な出来事 

                      

※本資料は当該月間のハンガリー紙等の報道をベースにとりまとめたものです。 
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ⅠⅠⅠⅠ．．．．内内内内        政政政政     

 

１．ブダペスト交通会社（ＢＫＶ）汚職スキャンダル  

 
 政治家が絡んだ汚職が注目されているＢＫＶスキャンダルは、警察の捜査と

関係者の証言により、次々とその実態が明るみに出てきた。 

（１）４日、ブダペスト警察は、ＢＫＶ指導部に対して不正かつ不必要な契約

の口利きをした疑いで、レロヴィッチ・オットー元社会党広報の聴取及び家宅

捜索を行った。調べによると、少なくともＢＫＶと取引先５社との間で１３の

不正契約が発生し、契約被害総額は２千万フォリントに昇るとされる。 

（２）警察の在宅捜査を受けているバログ・ジョルト元ＢＫＶ代表代行は、６

日付「マジャル・ネムゼト」紙による単独インタビューで、同氏を経由してＢ

ＫＶ取引先数社からハジョー・ミクローシュ元ブダペスト副市長に総額７千万

フォリントに昇る金銭が不正に流れていた経緯につき証言した。そのうち現金

１５００万フォリントは、レロヴィッチ元広報の部屋で直接手渡しされたとさ

れる。バログ氏はまた、７日夜のヒールＴＶの番組内で、ハジョー元副市長か

ら複数の政党へ金銭が流れていた可能性についても言及している。ハジョー元

副市長は、一連のＢＫＶ背任事件への自身の関与を一貫して否認しているもの

の、選挙キャンペーンへの更なる負の影響を懸念し、７日社会党を離党した。

同元副市長は、今年２月に市議会議員を辞職、４月総選挙への立候補も断念し

ている（既報：当館月報２０１０年１月号５頁参照）。 

（３）公金の不正運用の疑いで取調べ中のレゲーツィ・ミクローシュＢＫＶ元

副所長は、２４日付「ネープ・サバッチャーグ」紙の取材に対し、ハジョー元

副市長周辺政治家から、２－３週間に１度の頻度で「政治的な要求」があり、

公共事業入札時の落札手続きの不正によって、多額の裏金が発生していたこと

を明らかにした。同元副所長は、ＢＫＶ以外にも、ハンガリー・テレビ（ＭＴ

Ｖ）、ハンガリー郵便、ハンガリー国鉄（ＭＡＶ）など大型国営・公営企業の多

くが、ブダペスト市議会の社会党―ＳＺＤＳＺ連立にとって金のなる木であっ

たとし、両党の政治家たちはＢＫＶ資金を自由に操作できる位置にあったと証

言している。また、同日付「マジャル・ネムゼト」紙の単独インタビューでは、

ＢＫＶから週刊誌ホーツィプーやクラブラジオ、ＭＴＶなどのメディアへも公

金の不正流用があったと述懐している。 

（４）２９日付の「マジャル・ネムゼト」紙と「マジャル・ヒールラプ」紙は、

デムスキー・ガーボル・ブダペスト市長（ＳＺＤＳＺ）が自宅や別荘などの修

繕に必要な人手と費用を首都公共空間整備保全会社（ＦＫＦ）から調達した疑

いについて報じた。 
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２．総選挙：各政党の動き  

 
 マスメディアや各社世論調査が数ヶ月来伝えてきたように、フィデスの圧倒

的優位は３月に入っても一向に変わらず、同党の過半数以上の議席獲得が確実

視されている。党首討論はおろか、政党間で活発な政策論争が展開されること

もないまま、盛り上がりに欠ける今次総選挙のキャンペーンは終盤戦に突入し

た。見所は、フィデスが重要法案の可決（憲法改正を含む）に必要となる総議

席の３分の２を単独で獲得できるのか、支持率の拮抗する社会党とヨッビクの

どちらが国会第２党になるのか、ハンガリー民主フォーラムや「政治の新しい

形」といった新旧の小政党が国会に進出できるのか等にほぼ集約されている。 

（１）１８４８年独立戦争記念日（１５日） 

１８４８―４９年の市民蜂起ないし対ハプスブルク独立戦争の勃発日を記念

して、３月１５日、国内各地で関連式典や集会が催された。国会議事堂では文

化功労者に対してセーチェーニ勲章とコシュート勲章の授与が行われた。総選

挙を４週間後に控え、各政党は市民蜂起ゆかりの地などで集会を開催し、有力

政治家たちは挙ってスピーチを行った。 

（イ）与党社会党のメシュテルハージ・アティッラ首相候補は、ピルバックス・

カフェ前に集まった聴衆に対し、「社会党は、進歩と自由と連帯を守る民主主義

陣営最後の砦となってしまった」と述べ、フィデスとヨッビクの政策が大衆迎

合的であると批判した。 

（ロ）フィデスは、ブダ側アティッラ通りのドージャ・ジェルジ像付近で大集

会を開催し、現政権のもたらした負の遺産の克服及び民主主義の発展的な実践

に向けて、同党は既に準備万端であることをアピールした。オルバーン・ヴィ

クトル党首、コーシャ・ラヨシュ・デブレツェン市長、ナヴラチッチ・ティボ

ル議員団長ら党の顔が壇上に上がり、大群衆の声援に応えた。 

（ハ）バイチィ＝ジリンスキ通りと聖イシュトヴァーン大聖堂の一角にて企画

されたヨッビクの集会には、ヴォナ・ガーボル首相候補やモルヴァイ・クリス

ティナ大統領候補らが登場し、参集した支持者の大喝采を浴びた。 

（ニ）一方、革命記念日を選挙キャンペーンの道具にすることを嫌ったハンガ

リー民主フォーラム（ＭＤＦ）は、ヨーカイ広場でボクロシュ首相候補のスピ

ーチを細々と行うに留まり、集まった聴衆はわずか８０名程度であった。 

（ホ）本年秋の任期満了をもって市長職からの引退を表明しているデムスキ

ー・ブダペスト市長は、最後の祝賀スピーチを「３月１５日」広場で行った。

ＢＫＶ関連の背任疑惑の渦中にある同市長のスピーチを聞こうと２００～３０

０名が集った。市長の登場とともに、大挙した聴衆から非難や怒号が飛び交っ
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たものの、スピーチ会場の周囲は厳重に柵が張り巡らされ、多数の警備要員が

配置されていたため、市長に向けて卵や石が投げられるといった２００８年の

ような事態は回避された。 

（２）小選挙区立候補者の確定と地域比例代表候補名簿の提出（１９－２２日） 

（イ）各政党の小選挙区立候補予定者の推薦人カード及び地域比例代表候補名

簿（以下、「地域リスト」）の提出期間がそれぞれ１９日、２２日の午後４時に

最終期限を迎えた。全国１７６小選挙区の全てで候補者を擁立できたのは、フ

ィデス＝キリスト教民主国民党（ＫＤＮＰ）の２党連合、社会党、ヨッビクの

計３党のみであった。また、右３政党に「政治の新しい形」（ＬＭＰ）を加えた

４政党が全国２０比例区（定数１５２）の全てで地域リストを提出することが

できたが、ＬＭＰの小選挙区立候補確定者数は９２名止まりであった。 

（ロ）また、自由民主連合（ＳＺＤＳＺ）と選挙協力を行っているＭＤＦは、

小選挙区での立候補確定者数が９０名（独立候補７７名、２党共通候補１３名）

までしか伸びなかった。比例代表区でも、ショモジ県、ヴァシュ県及びノグラ

ード県で地域リスト提出に最低限必要となる２名以上の小選挙区立候補者の確

定に失敗し、最終的に１７地域リスト（ブダペスト市を含む）の提出に留まっ

た。この条件において、ＭＤＦが所謂５％条項（国会議席獲得には、全国合算

で有効比例票全体の５％以上の得票が必要）をクリアして国会入りを果たすた

めには、リスト提出が叶わなかった３比例区（有権者６５万人）で見込めたは

ずの分を埋め合わせるだけの票を得なくてはならず、同党の国会進出は極めて

難しくなった。 

（ハ）上記５政党以外には、「市民運動」（ＣＭ）が９比例区、労働者党（かつ

ての共産党の流れを汲む）と社会民主党がともに４比例区、かつての国会内政

党であるハンガリー正義・生活党（ＭＩＥＰ）が３比例区でそれぞれ地域リス

トを提出している。 

（３）全国比例代表候補名簿の提出（２３日） 

全国比例代表候補名簿（以下、「全国リスト」）の提出が、２３日１６時をも

って最終期限を迎えた。全国リストを提出するには、全国２０のうち７比例区

以上で地域リストを提出することが必須となっており、今般全国リスト提出の

条件を満たしたのは、フィデス＝ＫＤＮＰ、社会党、ヨッビク、ＬＭＰ、ＭＤ

Ｆ、ＣＭの６党に留まり、１９９０年以降の総選挙では最低の数字となった。 

（４）各政党の動向 

（イ）フィデス 

 １２日、フィデスはオルバーン党首以下全国リスト上位２０名及び「国民的

課題に向けた政策」と題する選挙プログラムを発表した。著名な支持者からの

推薦の辞、オルバーン党首による総論の後、各政策分野を扱った５つの章（経
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済・治安・健康・社会保障・民主主義の規範）が続く構成となっている（各章

の責任編者は、マトルチ元経済相、ラーザール副議員団長、ペシュティ保健委

員会委員、ショルテースＫＤＮＰ副議員団長、ナヴラチチ議員団長）。「１０年

間で１００万人の新規雇用」や「３５００名の警察官の増員」を除くと、具体

的な政策についてはほとんど明かされていない。 

２６日、オルバーン党首は、インフォ・ラジオの電話インタビューに応じ、

フィデスが総選挙に勝利した暁には、外務大臣にマルトニ元外相が就任するこ

とを表明した。同日、ラーザール副議員団長は、ＢＫＶスキャンダルの究明や

マレブ航空の民営化再考など、次期フィデス政権が優先的に取り組むべき１１

項目の課題を発表し、８年間に及んだ社会党政治の清算に向けた意気込みをア

ピールした。 

（ロ）社会党 

 １９日、ジュルチャーニ前首相が所信演説を行った。メシュテルハージ首相

候補に声援を送った他、今次選挙プログラムの具体的な中身を明らかにしよう

としないフィデスを「国民に嘘をつきながら政権につこうとしている」と皮肉

った。また、「極端でラディカルなイデオロギーこそが国を地獄へと陥れる」と

ヨッビクの国会進出によって齎される弊害と危険性に警鐘を鳴らした。 

（ハ）ヨッビク 

 ２４日夜、ＭＴＶの「選挙２０１０」に出演したヴォナ党首は、ヨッビクの

政策の柱として「治安」、「経済再建」、「政治家犯罪の追及」の３点を上げた。

特に、政治家の犯罪については、刑罰を従来の倍にする考えであることを主張

した。 

（ニ）ハンガリー民主フォーラム（ＭＤＦ） 

ＳＺＤＳＺとの選挙協力のあり方をめぐるＭＤＦの内紛は一向に収まらず、

８日、当初２党連携推進派と見られたレーヴァイ・ゾルターンＭＤＦブダペス

ト支部長は「２党協力にもはや何の意義も見出せなくなっている」と党に対し

て公然と批判を投げかけた。程無くして、レーヴァイ氏の同職からの解任と党

からの除名が発表された。 

同氏が今般、見解を１８０度転換した理由として、首都３２小選挙区のうち

唯一ＭＤＦ―ＳＺＤＳＺ共通候補として立候補しているボルジュ・アンドラー

シュＳＺＤＳＺブダペスト支部長にまでＢＫＶ背任疑惑（勤務実態を伴わない

まま報酬を受け取っていた疑い）が波及したことや、ＭＤＦ候補の推薦人カー

ド回収や選挙キャンペーンにおいてＳＺＤＳＺ側の協力が極めて消極的であっ

たことなどが報じられている。 

 また、全国リストの掲載順を巡って、結党当時からの有力政治家の離党も相

次ぎ、同党の空中分解が加速度的に進んでいる。各種世論調査における同党支



Republic of Hungary               

 

 
Monthly Review -Embassy of Japan in Hungary- 

8 

持率は、いまや総じて１％付近にまで低迷している。 

（ホ）「政治の新しい形」 

２４日、「政治の新しい形」（ＬＭＰ）が、「持続可能な未来」、「キャパシティ

ーのある社会」、「進化する民主主義」を三本柱とする選挙プログラムを発表し

た。２００９年２月に結党された同党は、同年６月の欧州議会選挙では議席獲

得には届かなかったものの、ＳＺＤＳＺを上回る２．６％の票を集めて存在感

を示し、以降も総選挙に向けた地道な運動を展開してきた。総選挙前の各社世

論調査では「確実に投票に行く」有権者の間でも３～６％の支持率を安定して

示しており、現段階で投票行動が定まっていない有権者を含めた潜在的な支持

率も１０％程度あるとされる。 

 

３．ＮＡＴＯレーダー基地建設問題：最高裁判所で判決（１７日） 

 
ペーチ近郊のトゥベシュ山へのＮＡＴＯレーダー基地建設の許可の正否をめ

ぐって、ペーチ市及び同市民らが政府を相手に訴訟を提起していた件（当館月

報２００９年１２月号６頁参照）で、最高裁判所は１７日、建設の合法性を認

めた首都裁判所の判決（２００９年１１月２７日）を退けた。これによって、

国防省は建設許可の申請手続きを最初からやり直さないかぎり、同地へのレー

ダー建設に着手することができなくなった。 

最高裁の判決は、軍建設当局及び国防相が、同地に基地が建設された場合に

周辺環境や住民の健康に及ぼしうる被害状況について専門家の見解を参照しな

いまま建設を許可した事実（２００７年）は、行政側の措置として不十分であ

ったとし、また、首都裁判所での同公判において一般人の傍聴が認められなか

ったことは違法であるとしている。 

 

４．ツシュラグ元社会党代議士に懲役８年６ヶ月（３１日） 

 
３１日、バーチ・キシュクン県裁判所は、２００７年９月に逮捕され、その

後詐欺罪で起訴されたツシュラグ・ヤーノシュ元社会党バーチ・キシュクン県

連会長に対し、懲役８年６ヶ月の判決を言い渡した。 

県検察当局の訴状によると、ツシュラグ元代議士以下１５名は共謀して、複

数の架空団体への補助金名義で国庫から計７５００万フォリントを横領したと

される。ツシュラグに協力した主犯格６名に対しても、延べ４１年４ヶ月の実

刑が下された。 
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５．「ゼロ乗車券」の導入：ハンガリー国鉄とヴォラーン・グループ（１日） 

 
 ３月より、ハンガリー国鉄（ＭＡＶ）の国内線、ジュール＝ショプロン＝エ

ーベンフルト鉄道及び全国ヴォラーン・グループが運行する都市間移動バスを

利用する際、乗車賃免除対象者（６歳以下の幼児及び６５歳以上の年金生活者）

に対しても、登録券(regisztracios jegy. 所謂「ゼロ乗車券」)の入手及び携行が

義務化されることになった。右に該当する乗客には、引き続き乗車賃の１００％

免除規定が適用されるが、今後は窓口やインターネットを通じて「ゼロ乗車券」

を入手し、車両利用時にはこれを携帯することが求められる（国鉄に勤務する

者及びその家族を除く。）。政府は今般の措置について、「長距離バス・列車の利

用者の実数を正確に把握するため」としているが、「ゼロ乗車券」の発給のため

に年間数百万フォリントが投入されることの費用対効果については、懐疑的な

声も上がっている。 

 

 

ⅡⅡⅡⅡ．．．．外外外外    交交交交     

    

１．ＥＵ東方パートナーシップに関するＶ４拡大外相会合（２日） 

２日、ブダペストにおいてＥＵ東方パートナーシップに関するＶ４外相会合

及び拡大外相会合が開催された。 

（１）Ｖ４外相会合 

 Ｖ４（ハンガリー、チェコ、スロバキア、ポーランド）外相は、東方パート

ナーシップに関し協力の可能性及び将来の計画等につき協議を行い、共同声明

を採択した。共同声明では、民主化プロセス、法治国家及び市場経済の強化の

ための改革実施に対して、専門知識や経験を提供し、支援することが提案され

た。また、東方パートナーシップを支援する非ＥＵ加盟国も含めて非公式の「友

好グループ」を形成することが合意された。  

（２）拡大外相会合 

 Ｖ４の外相の他、東方パートナーシップ６か国（ウクライナ、ベラルーシ、

モルドバ、アルメニア、グルジア、アゼルバイジャン）、バルト３国、ＥＵ議長

国トリオであるスペイン及びベルギー、スウェーデン（東方パートナーシップ

共同提案国）の外相、さらにフィーレ拡大・欧州近隣政策担当欧州委員が出席

した。拡大会合では、民主主義・市場経済確立への支援、自由貿易協定締結や

査証自由化等につき協議された。  
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２．バイナイ首相のポーランド訪問（２日） 

 
２日、バイナイ首相はワルシャワを訪問し、トゥスク・ポーランド首相と会

談した。会談では、両国が共通の過去と利益に基づいてＥＵ内で互いに最も近

い国であることが確認され、「欧州２０２０戦略」やエネルギー安全保障、２０

１１年のハンガリー及びポーランドのＥＵ議長国就任等における両国の協力に

ついて協議された。また、少数民族問題や人権問題についても話し合われた。 

ポーランド訪問中バイナイ首相は、ポーランドの映画監督クシシュトフ・ザ

ヌッシ氏にハンガリー共和国オフィサー十字功労勲章を伝達した。 

 

３．バローゾ欧州委員会委員長のハンガリー訪問（３－４日） 

 
３日、欧州人民党（ＥＥＰ）会合出席のためハンガリーを訪問したバローゾ

欧州委員会委員長は、バイナイ首相と会談した。会談では主に「欧州２０２０

戦略」につき協議され、バイナイ首相は、同戦略策定にあたっては地域差異を

縮小するために数値化可能な目標を設定することをバローゾ委員長に提案した。

さらに、バイナイ首相はハンガリー政府の経済危機対策やハンガリー・スロバ

キア関係等についてもバローゾ委員長に説明を行った。 

 

４．バラージュ外相の南米訪問（９－１４日） 

 
９－１４日にかけてバラージュ外相は、ブラジル及びアルゼンチンを歴訪し

た。ハンガリー外相のブラジル及びアルゼンチンへの公式訪問は１９９７年以

来１３年ぶり。 

（１）ブラジル訪問 

（イ）バラージュ外相はアモリン・ブラジル外相と会談し、両国外務省間の政

務協議開催合意に署名したほか、ハンガリーとＮＡＴＯやＥＵとの関係、Ｖ４

及びＥＵ議長国としてのハンガリーのイニシアティブについて説明した。また、

両外相は、Ｇ２０の役割や経済危機、気候変動問題等についても協議した。 

（ロ）バラージュ外相はジョルジ商工相とも会談し、具体的な協力分野を列挙

したリストを先方に提示した。同商工相は、本年、ブラジル実業家代表団がハ

ンガリーを訪問する予定である旨述べた。 

（ハ）公式訪問中、バラージュ外相は、テーメル下院議長、アゼレド上院外務

委員長等とも会談した。また、リオデジャネイロにおいては、ハンガリー出身

のビジネスマンらと面会したほか、外交・国際関係研究所においてＥＵ・ハン
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ガリー関係や２０１１年のハンガリーＥＵ議長国等についての講演会を行った。 

（２）アルゼンチン訪問 

（イ）バラージュ外相は、タイアナ外相と会談し、オーストリア・ハンガリー

二重帝国とアルゼンチンが友好通商航海条約を締結して１４０周年となること

に触れつつ、二国間の貿易・投資の発展の可能性等につき協議した。また、二

国間科学技術協力協定に基づく共同研究が順調に実施されていることが確認さ

れた。さらに、タイアナ外相は、メルコスール・ＥＵ間の自由貿易協議再開の

可能性を歓迎する旨述べた。本件については、同じくバラージュ外相と会談し

たアタナソフ外務委員長からもハンガリーＥＵ議長国期間中の進展に期待が寄

せられた。 

（ロ）その他、バラージュ外相は国際関係アルゼンチン評議会において講演会

を行い、３月１５日の革命記念日には在アルゼンチン・ハンガリー大使館で開

催されたレセプションに出席した。 

 

５．ショーヨム大統領のセルビア訪問（１２－１４日） 

 
（１）訪問の概要 

１２－１４日、ショーヨム大統領はセルビアのヴォイヴォディナ地方を訪問

し、ホルゴシュで行われた聖イシュトヴァーン像（ハンガリー王国の初代国王）

の除幕式に出席した他、エゲレシ・ヴォイヴォディナ自治州議会議長等と面会、

ノビ・サドでタディッチ・セルビア大統領と会談し、ヴォイヴォディナ・ハン

ガリー連盟の独立記念日式典に出席した（注）。 
（２）セルビア訪問中のショーヨム大統領の発言 

（イ）１３日、ショーヨム大統領はハンガリー語教育の重要性を強調しつつ、

ハンガリーの教科書（ハンガリーで発行された教科書）の使用及びハンガリー

語の幼稚園や高等教育施設の拡大を訴え、「セルビアだけでなく、ルーマニアで

もスロバキアでも、ハンガリー人は（在住する国の）国語を外国語として学ぶ

べきである。」と発言した。 

（ロ）１５日、これに対してフィツォ・スロバキア首相は、国民が国語をうま

く話せないと国の弱体化につながり得るとし、全てのスロバキア国民はスロバ

キア語を話さなければならず、国内に国語を話さないグループがいてもよいと

するのはスロバキア政府として断じて容認することはできない旨反論した。 
 （注）ショーヨム大統領は、ハンガリーの祝日をハンガリー民族と一緒に祝うことを宣言しており、過去にもこれら祝日には近隣諸国のハンガリー系少数民族の訪問を度々試みている。今回の訪問は３月１５日の独立戦争記念日を前に行ったもの。 
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６．パパンドレウ・ギリシャ首相のハンガリー訪問（１６日） 

 
１６日、パパンドレウ・ギリシャ首相は、ハンガリーを訪問し、バイナイ首

相と会談したほか、ブダペスト市内のコルヴィヌス大学でバイナイ首相ととも

に危機管理に関する講演会を行った。また、カトナ国会議長及び社会党のメシ

ュテルハージ首相候補とも会談した。バイナイ首相との会談では、経済危機や

西バルカン諸国のＥＵ加盟、エネルギー問題等について話し合われた。 

 

７．イスラエル空軍機の飛行をめぐる動き（１７－２４日） 
 
（１）１８日、「マジャル・ネムゼト」紙は、１７日にイスラエル空軍（ＩＡＳ

Ｆ）の偵察機２機がハンガリー上空を飛行した旨報道した。これについて国家

交通局（ＮＫＨ）は外務省と協議の上で同２機に許可を与えた旨発表したが、

国防省報道官は事前に知らされていなかったと述べた。そこで、野党フィデス

の発議により、２３日に臨時国防委員会が開催されることとなった。 

（２）臨時国防委員会では、在ハンガリー・イスラエル大使館が外務省経由で

飛行許可申請を提出し、本件については国防省及びフェリヘジ空港にも伝達さ

れていたことが明らかになった。また、セケレシュ国防相はイスラエル空軍機

の飛行について事前に承知していたと認めた。 

（３）さらに、航空交通に関する法律によれば、ＮＫＨは諜報当局と事前協議

の上で許可を出すこととなっているが、２００４年以来そのような事前協議は

行われておらず、ＮＫＨ独自の判断により許可が下りていたことが同委員会に

おいて判明した。 

（４）野党フィデスはセケレシュ国防相及びホーニグ運輸・通信・エネルギー

相の即時辞職を求めたが、２４日、ホーニグ運輸・通信・エネルギー相は、ヴ

ァーゴーＮＫＨ航空交通部長及びその他のＮＫＨ職員４名に対する懲戒処分を

発表した。 

 

８．ギリシャ・セルビア・クロアチアとの外相会談（２９－３０日） 

 
２９日、ハンガリー・セルビア・ギリシャの３ヵ国外相会談がブダペストに

おいて行われた。翌３０日には、ハンガリー・セルビア・クロアチアの３ヵ国

外相会談が開催された。 

（１）ハンガリー・ギリシャ・セルビア三者会談 
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 ２９日、バラージュ外相は、ドルツァス・ギリシャ外相及びヤンドロコビッ

チ・セルビア外相と会談し、セルビアや西バルカン地域の状況、同地域の国々

のＥＵ加盟、インフラ網の整備やＥＵドナウ地域戦略等につき話し合った。 

（２）ハンガリー・セルビア・クロアチア三者会談 

 ３０日にはバラージュ外相、イェレミッチ・セルビア外相及びヤンドロコビ

ッチ・セルビア外相との三者会談が行われた。バラージュ外相は、ハンガリー

が２０１１年のＥＵ議長国期間中にクロアチアの加盟条約批准手続を開始する

予定であることを強調した。また、イェレミッチ外相に対しては、ハンガリー

がＥＵ・セルビア安定化・連合協定を早期に批准する用意がある旨述べた。ま

た、三外相は、ドナウ戦略、交通網の連結、環境保護等の分野において、近い

将来にも協議を開始することが可能であることを確認した。 

 

 

ⅢⅢⅢⅢ．．．．経経経経    済済済済  

 

１．ＧＫＩ社、景気後退は第１四半期で終焉（１日） 

 
ＧＫＩ社（政府寄りシンクタンク）は、ハンガリーの景気後退は２０１０年

の第１四半期に終わる可能性があるとエルステ銀行と共同で作成した直近の経

済予測で示した。また、２０１０年は、ＥＵ支援によるインフラ開発に大きく

助けられ、鉱工業生産がプラス３.５％、投資がプラス３％となると予測した。 

 

２．Kopint-Tarki 社、２０１０年のＧＤＰ成長は０.５～１％（１日） 

 
経済シンクタンク Kopint-Tarki 社トップ Palocz 氏は、２０１０年のＧＤＰ

は０.５～１％成長する可能性があると経済社会理事会で述べた。また、同氏は、

２０１０年の平均インフレ率は４.２％で、２０１４年辺りまでに１～１.５％に

低下すると見ている。ユーロ導入は２０１４年か２０１５年に可能で、パリテ

ィは２７０～２８０とした。 

 

３．２月の新車乗用車登録台数は５６％減（１日） 

 
ハンガリー輸入自動車ディーラー協会は、２月の新車乗用車登録台数が前年

同月比５６％減の３,０４３台となり、１月の５４％減より減少幅がやや拡大し

たと発表した。同協会は、２０１０年下半期より新車販売が上向き始めると予
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測している。 

 

４．個人向け融資条件の厳格化スタート（１日） 

 
３月１日より、個人向け融資の条件を厳しくした政令が施行となった。借入

金比率（Loan to Value：資産総額に対して有利子負債（借入金等）が占める比率）

は、フォリント建ての場合７５％、ユーロ建ての場合６０％、その他通貨の場

合４５％までとなる。ファイナンス・リースの場合はそれぞれ８０％、６５％、

５０％である。 

 

５．マレブ航空、再国有化の内容が明らかに（２日） 

 
２月２６日夜にマレブ航空の現株主と政府との間で合意されたマレブ航空の

再国有化のための合意内容が明らかとなった。資本を４百万フォリントまで減

資した後、新株発行により２６８.２億フォリントの増資を行う。ハンガリー国

家資産管理会社は２５３.６億フォリントを引き受け、そのうち２０７億フォリ

ントは現金、４６.６億フォリントはデット・エクイティ・スワップによる。残

りは AirBridge 社が引き受け、結果として本取引後の株主構成は、ハンガリー

政府が９５％、AirBridge社が５％となる。 

 

６．２００９年の貿易黒字は３９.８億ユーロに下方修正（４日） 

 
中央統計局（ＫＳＨ）は、２００９年の貿易黒字が、速報値の４５.７億ユー

ロから６億ユーロ近く下方修正し、３９.８億ユーロとなったと発表した。景気

後退により輸出の前年比マイナス１８.９％に比べ輸入がマイナス２４.７％と

大幅に減少したことから、２００８年の３.１９億ユーロの貿易赤字から急激に

改善した。 

 

７．オルバーン党首、近隣諸国並みの税金に引下げを公約（８日） 

 
最大野党フィデスのオルバーン党首は、ハンガリー企業家・雇用主連盟

（VOSZ）の会合のなかで、ビジネスに関わる税金を４年以内に、個人への税金

を６年以内に地域の周辺国の水準まで引下げる計画であると述べた。また、２

０１２年までにハンガリー資本が過半数を占める会社による入札の落札割合を
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フランスやドイツでの自国企業の落札割合に引上げることを述べた。一方、ユ

ーロ導入時期に関してはコミットメントすることを控え、ユーロ導入の条件が

現実的になった時に導入するとした。また、経済調査委員会を設立し、ヴァル

ガ元財務相がトップに就任して、ハンガリーの経済の現状をすべて把握すると

述べた。 

 

８．元財務相、ユーロ導入は２０１５年か２０１６年（９日） 

 
ヤーライ前国立銀行総裁・元財務相は、ハンガリーは現実的には２０１５年

か２０１６年にユーロを導入することになると発言した。次期政権は直ちに新

予算の準備をし、大幅な減税が必要であるとした。 

 

９．財務省、今年のＧＤＰ成長率をマイナス０.２％に引上げ（１１日） 

 
財務省のカトナ次官は、記者会見で今年の GDP 成長率をマイナス０.３％か

らマイナス０.２％に上方修正した。また、年平均のインフレ率も４.１％から４.

３％に修正した。 

 

１０．２月のＣＰＩは市場予想を下回り、５.７％に（１１日） 

 
中央統計局（ＫＳＨ）は、２月のＣＰＩが１月の６.４％から低下して５.７％

となったと発表した。シティのアナリスト予想６.０９％、Napi Gazdasag紙調

査によるアナリスト予想５.９％を下回った。中央統計局による発表の後、ロン

ドンの新興市場アナリストは、中央銀行による少なくとも２５ベーシス・ポイ

ントの利下げの余地が広がった、更なる金融緩和は選挙後の財政の行方とフォ

リント相場のパフォーマンス次第である、とコメントした。 

 

１１．ジェール県の観光開発に１６億フォリント（１６日） 

 
地方開発議会によると、ハンガリー西北部のジェール・モション・ショプロ

ン県の観光開発の５つのプロジェクトが１６億フォリントを得た。ハンガリー

のドナウ川流域西部地域に割当てられた利用可能な総額２６億フォリントの３

分の２を同県が入手したことになる。この資金は教会修復や国立公園などで使

用される。 

 



Republic of Hungary               

 

 
Monthly Review -Embassy of Japan in Hungary- 

16 

１２．ＥＵの技術革新ランキングでハンガリーは２２位（１８日） 

 
欧州委員会が取りまとめた２００９年の技術革新指標調査において、ハンガ

リーはＥＵ２７カ国中２２位だった。ハンガリーについては、技術革新の実績

がＥＵ２７カ国平均を下回っていたが、改善率は平均を上回っているとされた。

このランキングは２００１年から毎年作成されている。 

 

１３．１月の建設業生産は前年同月比１３.５％減（１８日） 

 
中央統計局（ＫＳＨ）によると、１月の建設業生産が前年同月比－１３.５％

（調整前・後共に）となった。２００９年１２月は－６.２％だった。なお、建

設業生産の数値は急激に下落しているものの、高速道路や道路建設などの新規

発注件数は増加している。 

 

１４．ハンガリーに割当てられたＥＵ補助金の５０％以上を確保（１８日） 

 
ＥＵ補助金を利用したハンガリー新国家開発計画について、これまでに応募

された約４５,０００件のうち１９,５２９件で、約８,５００億フォリントのＥＵ

補助金を獲得していたことが明らかになった。ハンガリーには、２００７年か

ら２０１３年の７年間に約６兆９,４３０億フォリントのＥＵ補助金が割当てら

れており、これまでにハンガリー開発プロジェクトで総計約３兆５,８１０億フ

ォリント（割当額の５０％以上）に上る契約が行われている。 

 

１５．政府は外国人農地購入禁止期間の延長をＥＵに申請（１９日） 

 
ハンガリーは外国人への農地購入の開放を２０１１年まで先延ばしするモラ

トリアム措置をＥＵ加盟時に受けているが、政府はこのモラトリアム期間の延

長を正式にＥＵに要請することを発表した。ハンガリーは、農地価格がオース

トリアと比較して数倍安価であるとされている。 

 

１６．１月のグロス賃金は前年同月比６.５％増（１９日） 

 
中央統計局（ＫＳＨ）によると、１月のグロス賃金は前年同月比＋６.５％と

なった。２００９年１２月は、±０％であった。ネット賃金は１２.９％増えて
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いたが、これは税制変更によるものである。 

 

１７．ハンガリー政府からの使用済み温暖化ガス排出権売却先は香港企業（２２日） 
 
英国サンデータイムズは、ハンガリー環境・水利省の売却した使用済み温暖

化ガス排出権（ＣＥＲ）が欧州域内市場において転売された問題に関し、転々

売買を経て最終的に欧州の取引所での売却を行ったのは香港のトレーダーであ

ると報じた。同トレーダーは、本件取引により約２００万ユーロの利益を得た

とされる。当初、環境・水利省の発表では、売却先は日本企業であるとされて

いた。 

欧州域内排出権取引制度（ＥＵ―ＥＴＳ）においては、その目標達成のため

に使用されたＣＥＲの二重使用を防ぐため、使用済みＣＥＲの同制度内での転

売が禁じられている。今回の事件を受け、取引の行われたブルーネクスト取引

所（パリ）はハンガリー環境・水利省との共同プレスリリースで、今後使用済

みＣＥＲの取引を防ぐための技術的障壁を設けるとしている。 

 

１８．ＧＫＩ社、３月の消費者・企業信頼感指数は改善（２３日） 

 
ＧＫＩ社（政府寄り経済シンクタンク）は、３月の消費者・企業信頼感指数

が、２月の－２２.４ポイントから、－１８.６ポイントに上昇し、経済危機前の

水準に戻ったとの見込みを示した。３月の企業信頼感指数は、２月の－１３.６

ポイントから－１０.７ポイントに上昇するとした。これは鉱工業部門における

改善が反映されたためである。 

  

１９．エネルギー効率の高い家電製品の購入支援のための政府補助金（２３日） 

 
サボー環境・水利相は、エネルギー効率の高い家電製品の購入を支援する総

額１０億フォリントの政府補助金プログラムを発表した。申し込み可能なのは

高齢者、大家族、身体障害者及び登録された失業者で、６万～７万フォリント

の補助金を製品購入に充てられる。この制度により１０月末までに１万５千世

帯に支援が行われる見込み。この補助金は、温暖化ガス排出権の売却益による

ものである。 

 

２０．ＧＫＩ社、２０１０年のＧＤＰ成長は停滞（２４日） 

 



Republic of Hungary               

 

 
Monthly Review -Embassy of Japan in Hungary- 

18 

ＧＫＩ社（政府寄り経済シンクタンク）は最新の経済予測において、２０１

０年通年では経済は停滞、前年比でプラス成長となるのは同年下半期からとし

ている。同研究所によれば、今年上半期において鉱工業生産及び輸出は回復す

るものの、国内消費下落及び失業率悪化はピークに達する。下半期からは若干

の経済成長が見込まれ、物価上昇率は緩やかとなる。 

 

２１．ＩＭＦ、経済は安定しているが更なる努力が必要（２４日） 

 
ＩＭＦはスタンドバイローンに関する５回目のレビューを終え、２００９年

９月以降引き出されていない融資分を含め、合計２１億ＳＤＲ（３２億ＵＳド

ル、２４億ユーロ相当）の融資分を了承した。ただし、政府はこれを引き出す

ことはないとしている。ＩＭＦはこれまで、当初合意された合計１２５億ユー

ロの融資枠のうち約８７億ユーロを融資したが、その後政府が、資本市場での

資金調達に方針転換したため、第４回目レビュー以降は利用されていない。 

また、ＩＭＦはこのレビューにおいて、強力な財政引締め策及びグローバル

市場における資金調達の容易化により経済は安定しているが、引き続き、厳し

い歳出削減、準備金の慎重な運用及び必要な場合に追加措置をとることが重要

であるとした。ＩＭＦとの収斂プログラムにおいて政府は、２０１０年、１１

年及び１２年における財政赤字の削減目標値を、それぞれ３.８％、３.０％及び

２.５％としている。なおＩＭＦによれば、ＩＭＦとフィデスの経済専門家との

会合において、フィデスは財政赤字の削減に取り組む意思を示したものの、具

体的な目標や施策には触れなかったとしている。 

 

２２．２００９年の農業生産、１０％下落（２６日） 

 
中央統計局（ＫＳＨ）によれば、２００９年の農業生産高は前年比１０％下

落した。２００８年は前年比２７％の増加であった。２００９年の農産物輸出

は６，３６０億フォリント、輸入は１，５８０億フォリントで、差し引き４，

７８０億フォリントの黒字となった。 

 

２３．ハンガリーのユーロ導入、近隣国に先んじる（２６日） 

 
ＪＰモルガンは最新の調査レポートで、２００９年に他国が財政政策を緩和

する中でハンガリーは構造的な赤字をＧＤＰ比３％程度削減したため、今後赤

字を削減する必要のない点で世界でもユニークな地位にあるとした。同行はま
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た、各国のユーロ導入時期について、ハンガリー及びブルガリアが２０１４年、

ポーランド及びチェコが２０１５年、ルーマニアが２０１７年と見込んでいる。 

 

２４．１月の鉱工業生産及び輸出は上昇（２６日） 

 
中央統計局（ＫＳＨ）は、１月の鉱工業生産が前年同月比３.４％、鉱工業製

品の輸出は１３.４％上昇したと発表した。また、ユーロ建てによる物品の輸出

は＋１４.６％、輸入は＋２.７％で、２億９千ユーロの黒字となった。ただし、

これらの上昇部分の大半は前年の数値が低かったことのベース効果によるもの

である。逆にベース効果にもかかわらず、建設業生産及び鉱工業製品の国内販

売は前年同月比－１３.５％及び－１２.６％と、それぞれ下落した。 

 

２５．ハンガリーのネットワーク化対応指数は世界４６位（２６日） 

 
ハンガリーは、世界経済フォーラムが発表したレポート中の「ネットワーク

化対応指数」ランキングにおいて、２００９年の４１位から下落して４６位と

なった。同フォーラムが調査指標とした項目のうちでハンガリーの評価が高い

のは、起業にかかる時間（５位）、コンピュータ及び通信関連機器・サービスの

輸入（７位）であった。 

 

２６．エネルギー庁、ガス料金値上げ（２６日） 

 
エネルギー庁は、家庭、小規模事業者及び公的機関向けのガス料金について、

４月１日からの値上げを発表した。同庁によれば、今年１月の料金に比べ、こ

れらの消費者向けのガス料金は消費電力量に応じて９.５％～１２.０％、平均で

１０.１％上昇する。 

 

２７．アース・アワー：国内１１３市町村で（２７日） 

 
２７日、ブダペストを含む国内の１１３市町村で「アース・アワー」（Earth 

Hour）が実施され、午後８時半からの１時間、主要スポットで装飾照明が一斉

に落とされた。同イベントは、２００８年以後毎年３月の最終土曜日に、エネ

ルギーの節減や環境・生息地保護の重要性を周知させるという観点から、世界

自然保護基金（ＷＷＦ）のキャンペーンに賛同する世界各地の自治体で催され
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ている。ブダペストでは、国会議事堂や芸術宮殿の照明が落とされ、周辺が一

時的な闇夜に包まれた。 

 

２８．基準金利、２５ベーシス･ポイント引下げて５.５％に（２９日） 

 
中央銀行は基準金利をさらに２５ベーシス・ポイント下げることを決定し、

５.５％とした。市場において今回の利下げはすでに予想されていた。アナリス

トは、国内需要が引き続き弱く、金融市場におけるギリシャ経済への不安感が

払拭されつつあるため、今後更なる利下げが行われ今年中に５.００％となる可

能性が高いとしている。今回を含め、中央銀行は２００９年７月以降合計４０

０ベーシス・ポイントの利下げを行ったことになる。 

 

２９．失業率、１６年ぶりの高水準（２９日） 

 
中央統計局（ＫＳＨ）は、１５歳から７４歳までの２００９年１２月～２０

１０年２月の平均失業率が、２００９年１１月～２０１０年１月の数値（１０.

８％）を上回り、１６年ぶりの記録となる１１.４％となったと発表した。同じ

年齢層における失業者の数は、１１月～１月における数値に比べて２３,１００

人増加した。アナリストは、この春夏に季節的な雇用が開始されるまで失業率

の増加は継続すると見込んでいる。失業率は２００８年半ばに７.５％で底を打

って以降、上昇傾向が続いている。 

 

３０．ＭＯＬ、国内での天然ガスを増産（２９日） 

 
ＭＯＬは天然ガスの国内での生産を増加させると発表した。天然ガスの国内

生産高はここ数年間減少してきた。現在ＭＯＬは年間約２３億立方メートルの

天然ガスを国内生産している。国内消費量は年間約１２０～１５０億立方メー

トル。増産技術により新たに抽出可能となる埋蔵量は、現在ＭＯＬが有する埋

蔵量の１０％以上に相当する。 

 

３１．Ｍ６延長部分の開通（３１日） 

 
建設中であった高速道路Ｍ６のドナウーイヴァーロシュ～セークサールド間

及びＭ６／Ｍ６０のセークサールド～ペーチ間が開通した。 
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3333ヶヶヶヶ月物金利月物金利月物金利月物金利：：：：利回利回利回利回りりりり((((％％％％))))  -48bp -48bp -48bp -48bpタイトタイトタイトタイト
4.505.005.506.006.507.007.508.00

3/1 3/8 3/15 3/22 3/29
1111年物金利年物金利年物金利年物金利：：：：利回利回利回利回りりりり((((％％％％))))  -45bp -45bp -45bp -45bpタイトタイトタイトタイト

4.505.005.506.006.507.007.508.00
3/1 3/8 3/15 3/22 3/29

３３３３年物金利年物金利年物金利年物金利：：：：利回利回利回利回りりりり((((％％％％))))  -71bp -71bp -71bp -71bpタイトタイトタイトタイト
4.505.005.506.006.507.007.508.00

3/1 3/8 3/15 3/22 3/29
1111００００年物金利年物金利年物金利年物金利：：：：利回利回利回利回りりりり((((％％％％))))  -60bp -60bp -60bp -60bpタイトタイトタイトタイト
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《《《《３３３３月月月月のののの選挙選挙選挙選挙・・・・支持政党支持政党支持政党支持政党にににに関関関関するするするする世論調査世論調査世論調査世論調査》》》》（注） 
 

（１）支持政党の変遷（確実に投票に行くと回答し、いずれかの政党を選択した者の

支持政党） 

                       （１月）  （２月） （３月） 

（与党）           

社会党（ＭＳＺＰ）：               ２１％  ２２％  ２０％ 

（野党） 

フィデス－ハンガリー市民連盟（ＦＩＤＥＳＺ)： ６３％  ５８％    ５７％ 

自由民主連盟（ＳＺＤＳＺ）：           １％   １％      １％ 

ハンガリー民主フォーラム（ＭＤＦ）：       ２％   ２％      １％ 

キリスト教民主国民党（ＫＤＮＰ）：          ０％    ０％    ０％ 

（非国会政党） 

政治の新しい形（ＬＭＰ）：            １％   １％   ３％ 

ヨッビク－ハンガリーのために：         １２％  １４％    １７％   

その他政党：                   ０％   ２％      １％ 

 

（２）質問事項：仮に今週日曜日に総選挙があるとすればどの党に投票するか（質問

者全員よりの回答）。 

                     

（与党）  

社会党（ＭＳＺＰ）            ：１２％             

（野党） 

フィデス－ハンガリー市民連盟（ＦＩＤＥＳＺ)：３５％ 

自由民主連盟（ＳＺＤＳＺ）                ：０％  

ハンガリー民主フォーラム（ＭＤＦ）     ：１％         

キリスト教民主国民党（ＫＤＮＰ）      ：０％ 

（非国会政党） 

政治の新しい形（ＬＭＰ）           ：２％ 

ヨッビク－ハンガリーのために          ：１０％ 

その他政党：                  ：２％ 

わからない、投票しない             ：３８％ 

 （注）ソンダ・イプソス社調べ（３月１－８日データ収集、サンプル数：１８歳以上の市民１５００人）。 
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２０２０２０２０１０１０１０１０年年年年３３３３月月月月のののの出来事出来事出来事出来事    日 内政 日 外政 1  3   4    7 8  10  12  15 18  19  22  23     24    26  27  28 29  30  31 

・ハンガリー国鉄及びヴォラーン社、乗車賃免除の乗客にも利用券（ゼロ乗車券）携帯を義務化。 ・【総選挙】ヨッビク、全１７６小選挙区で立候補に必要な枚数の推薦人カードを回収したと発表。 ・リホー・ヨッビク・ビチュケ市支部長が辞任。 ・レロヴィッチ社会党元広報、ＢＫＶ幹部に不正契約を持ちかけた容疑で聴取、家宅捜索。 ・ドゥナケシ泥炭地の駐車場建設計画に反対する１６の環境団体、オーシャン非買運動を開始。 ・ハジョー前ブダペスト副市長、社会党を離党。 ・レーヴァイＭＤＦブダペスト支部長、ＳＺＤＳＺとの選挙協力を公然と批判、党から除名。 ・ショーヨム大統領、ホロコースト否定発言禁止法案を承認。 ・【総選挙】フィデス、全国比例代表候補上位20名と選挙プログラムを発表。 ・1848－49 年革命記念日。 ・キラーイ・ヨッビク報道官に大麻使用と同性愛疑惑が浮上、引責辞任。 ・【総選挙】推薦人カード回収及び提出期限。 ・ジュルチャーニ前首相、所信演説。 ・【総選挙】地域比例代表候補名簿提出期限。１０党から延べ１１９名簿の提出。 ・【総選挙】全国比例代表候補名簿提出期限。6 党が提出。 ・【総選挙】チャポーディ議員（ＭＤＦブダペスト小選挙区候補）が離党表明。以後、ＭＤＦブダペスト地域リスト受理の可否をめぐり混乱状態に。 ・【総選挙】「政治の新しい形」（ＬＭＰ）、選挙プログラムを発表。 ・【総選挙】首都選挙管理員会（ＦＶＢ）、ＭＤＦ提出のブダペスト比例リストを却下。 ・【総選挙】オルバーン・フィデス党首、次期外務大臣にマルトニ元外相の起用を明言。 ・アース・アワー（20：30～21：30）、ハンガリー国内113市町村で装飾照明が一時的に落とされる。 ・夏時間の開始（AM1：59→3：00）。 ・【総選挙】最高裁、ＭＤＦ提出のノグラード県比例リストを却下。 ・【総選挙】最高裁、ＦＶＢの決定を覆し、ＭＤＦブダペスト比例リストを受理すると判断。 ・ツシュラグ元社会党国会議員に懲役 8 年 6ヶ月の判決。 

2  3-4 4-5 5-6  9-14 10 10-12 12-14 15  16  17-20 18  19  22   23 24 25-27 26 29 30 31 

・Ｖ４拡大外相会合開催。 ・バイナイ首相、ポーランド訪問。 ・バローゾ欧州委員長、ハンガリー訪問。 ・欧州人民党幹部会合、ブダペストにて開催。 ・バラージュ外相、ＥＵ非公式外相会合（コルドバ）出席。 ・バラージュ外相、ブラジル及びアルゼンチンを歴訪。 ・カトナ国会議長、ランメルト独連邦議会議長と会談。 ・バトボルド・モンゴル首相、ハンガリー訪問。 ・ショーヨム大統領、セルビア訪問。 ・近隣諸国にてハンガリー人コミュニティが革命記念日 記念式典を開催。 ・パパンドレウ・ギリシャ首相、ハンガリー訪問。 ・ヨシポビッチ・クロアチア大統領、ハンガリー訪問。 ・チャールズ英皇太子、ハンガリー訪問。 ・マジャル・ネムゼト紙、イスラエル空軍機のハンガリ ー領空内飛行につき報じる。 ・セーケシュフェヘールヴァール市、中国長春市と協力 協定を締結。 ・バラージュ外相、ＥＵ外務理事会及び総務理事会出 席。 ・ハンガリー・セルビア防衛協力協定署名。 ・イスラエル空軍機の飛行につき国防委員会開催。 ・マルトニ元外相（フィデス）、ラフロフ露外相他と会談。 ・バラージュ外相、モンテネグロ及びアルバニア歴訪。 ・ケープタウンにＶ４ハウス開設。 ・ハンガリー・セルビア・ギリシャ外相会談。 ・ハンガリー・セルビア・クロアチア外相会談。 ・バラージュ外相、マケドニア訪問。 
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Embassy of Japan in Hungary

1125 Budapest Zalai ut 7. Hungary
TEL :+36-(06)-1-398-3100

E - Mail 政務関係政務関係政務関係政務関係 ：：：： political@japanembassy.hu 
E - Mail 経済関係経済関係経済関係経済関係 ：：：： economic@japanembassy.hu 

E - Mail 広報文化関係広報文化関係広報文化関係広報文化関係：：：： culture@japanembassy.hu 
E - Mail 領事関係領事関係領事関係領事関係 ：：：： consul@japanembassy.hu 


